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◆2009年10月19日  
戸堂 康之 (RIETI FF / 東京大学 )
「日本の経済成長戦略 
－経済成長論と企業レベルの実証分析の含意－」

◆2009年10月16日  
有吉 章 ( 国際通貨基金 )
「IMFの世界経済見通し (2009. 秋 )」

◆2009年09月11日  
高橋 俊樹 (( 独 ) 日本貿易振興機構 (ジェトロ )) 
東野 大 (( 独 ) 日本貿易振興機構 (ジェトロ ))
水野 亮 (( 独 ) 日本貿易振興機構 (ジェトロ ))
「2009年版 ジェトロ貿易投資白書
－環境ビジネスで新たな成長を目指す日本企業の
グローバル戦略－」

◆2009年09月09日  
川口 大司 (RIETI FF / 一橋大学 )
「最低賃金は有効な貧困対策か」

◆2009年08月21日  
八木 信行 ( 東京大学 ) 
「WTO交渉における水産資源の持続性に関する扱い：
貿易と環境を巡る問題の最前線」

◆2009年08月18日  
Rene BELDERBOS (The Katholieke Universiteit Leuven)
"Does Excellence in Academic Research Attract Foreign 
R&D?"

◆2009年08月13日  
Biswa BHATTACHARYAY (ADBI) 
Prabir DE (ADBI) 
"Global Financial and Economic Crisis and Asia's Trade 
Potential"

◆2009年08月04日  
中尾 武彦 ( 財務省 ) 
「国際金融危機の構図と対応 －経済政策理論上の含意－」

◆2009年08月03日  
細谷 祐二 (RIETI CF / METI) 
「今後の産業クラスター政策の課題
 －ヨーロッパの動向を参考にしつつ－」

◆2009年07月29日  
山口 泰久 ( 知財開発投資 (株 )) 
「知財開発ファンドにおける知財の評価、事業化、
投資の実態について」

◆2009年07月24日  
今川 拓郎 (RIETI CF/ 総務省 ) 
佐伯 千種 ( 総務省 )
「平成21年版情報通信白書」

◆2009年07月23日  
Rob STEELE (ISO) 
"ISO, Its Current and Future Work and Examples of Where 
Standards Assist Trade and Sustainable Development"

◆2009年07月13日  
松井 剛 ( 一橋大学 ) 
三原 龍太郎 (METI) 
「北米における漫画・アニメ市場の現状と課題」

◆2009年07月10日  
中川 恵一 ( 東京大学 / 緩和ケア診療部長 ) 
「がんのひみつ －がんで死なないためには？－」

◆2009年07月07日  
新原 浩朗 (METI)
大崎 貞和 (( 株 ) 野村総合研究所 )
「英国のTOBルールと今後の日本の制度のあり方」

◆2009年07月06日  
片田 さおり ( 南カリフォルニア大学 )
「競い合うアジア太平洋の自由貿易協定 (FTA)」

三和書籍2009年 11月
著者：柴生田 敦夫
RIETI 元上席研究員

日本経済新聞出版社2009年 12月
著者：山口 一男
RIETI 客員研究員

日本企業の対中投資
 調査・分析と中国の実態

ワークライフバランス
 実証と政策提言

1 部　日中投資関係
　1章　日中投資関係の推移
　2章　現在の対中直接投資動向
　3章　中国の対内直接投資に占める日本の地位
　4章　対中直接投資に関連するいくつかの論点
　5章　日中投資関係の将来

2 部　対中投資に関連する要因
　6章　個別投資事業に関連する要因
　7章　中国社会をめぐる状況

第 1章　本書の目的とその社会的背景
第 2章　少子化の決定要因と対策について
                   ─夫の役割、職場の役割、政府の役割、社会の役割
第 3章　女性の労働力参加率と出生率の真の関係について
                   ─ OECD諸国の分析
第 4章　夫婦関係満足度とワークライフバランス
第 5章　男女の賃金格差解消への道筋
                   ─実証的根拠と理論的根拠
第 6章　過剰就業 (オーバー・エンプロイメント )
                   ─非自発的な働きすぎの構造、要因と対策
第 7章　政策提言
                   ─日本再生への理念と道筋

RIETI  Books RIETI の研究成果が出版物になりました




